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田野畑むらづくり基金 報告書
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　　　令和６年５月

田野畑村長　佐 々 木  靖

― １ ―

　皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し
上げます。また、日頃から本村のむらづくりに対し、格別のご
理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　田野畑むらづくり基金の第17期（令和５年度）の実績をご報
告をさせていただきます。第17期は、ふるさと納税返礼品制度
を取入れ2年4カ月となり、全国の皆様から690件、14,551,600
円のご寄付をいただき、第１期からの寄付総額が106,132,026
円となりました。
　多くの皆様からの温かいご支援を財源に「再生可能エネル
ギー等導入促進事業」、「地域づくり交付金事業｣、「エンゼ
ル祝い金給付事業｣、「小学校ステップアップ事業」、「田野
畑中仮式会社Ｃｏｍａｒｕ協働連携推進事業」に加え、令和５
年度には児童生徒の送迎のための「総合バス運行事業」、「学
校給食用食器等購入」、「小学校・中学校の管理運営費」とし
てGIGAスクール対応の電子黒板をそれぞれ２台設置するなど９
つの事業に取り組みました。教育や福祉等の充実発展に資する
事業を実施できましたことに、心から感謝とお礼を申し上げま
す。
　また令和３年12月から始めました「ふるさと納税返礼品」は
当初の15品目から30品目以上に増え、地域産業の活性化も図ら
れたことと思います。多くの皆様からご支援、ご声援を賜わる
ことができるよう、返礼品協力事業者と協働で魅力ある村産品
の提供に今後とも努めて参ります。
　これからも人口減少や少子高齢化などの課題解決のため、
「『参加・協働・創造』による持続可能なむらづくり」という
基本理念を掲げ、基本目標である「人と自然が織りなす心豊か
な協働の村たのはた」実現のため、皆様に引き続き応援してい
ただけるように努力してまいりますので、今後におきましても
一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。



　　・寄付金は基金に積み立てて保管し、預金利息　85,322円が生じています。

　　・寄付金と預金利息を合わせた基金積立総額は　106,217,348円となっています。

　　・基金事業の実施による基金取崩総額は　39,972,955円、基金残高は　66,244,393円となっています。

― ２ ―

　　・寄付金の総額は　106,132,026円となりました。

１　寄付金の概況報告

　第17期（令和５年度）の寄付金の概況は次のとおりです。

　　・寄付者の総数は　569人・団体、寄付件数は　690件でした。

　　・寄付金の総額は　14,551,600円でした。

　　・寄付金は基金に積み立てて保管し、預金利息　1,211円が生じています。

　　・寄付金と預金利息を合わせた基金積立額は　14,552,811円となっています。

　　・基金事業の実施による基金取崩額は　9,060,208円となっています。

　　・寄付金額を村民１人当たりに換算すると　4,961円となります。（令和６年３月末日現在人口　2,933人）

　第１期（平成19年度）から第17期（令和５年度）までの総計は次のとおりです。

　　・寄付者の総数は　1,848人・団体、寄付件数は　2,427件となりました。



【再生可能エネルギー等導入促進事業】
●政策メニュー　 ③自然エネルギーの整備に関する事業

●事業内容 太陽光発電装置などを設置した3世帯に、設置費用の一部を助成しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】 再生可能エネルギー等導入促進補助金 300,000円

【地域づくり交付金事業】
●政策メニュー　 ④福祉及び健康の推進に関する事業

●事業内容 地域の高齢者世帯等の除雪を行う自治会に対して除雪費用や

その準備費用の一部を交付しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

【エンゼル祝い金給付事業】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 子どもの健やかな成長と子育て支援を目的に、子どもが生まれた８世帯に

出生児１人あたり30万円の助成金を交付しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

２　令和５年度　基金事業の報告

300,000円（寄付財源50％）

寄付財源 150,000 円

288,000円（寄付財源100％）

交付金 2,400,000円

― ３ ―

2,400,000円（寄付財源100％）

寄付財源 2,400,000円

地域づくり交付金 288,000円

令和５年度は、田野畑むらづくり基金を財源に９つの事業に取り組みました。

皆様からの寄付のおかげで実施できましたことをご報告いたします。

寄付財源 288,000



【総合バス運行事業】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 総合バスの通常運行のほか、小中学生のスクールバンドや部活動等の活動に

あわせたバスの運行を行い、児童生徒の送迎に延べ102回分支援しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

【田野畑中学校仮式会社Ｃｏｍａｒｕ協働連携推進事業】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 田野畑中学校の生徒が行う仮式会社Ｃｏｍａｒｕの活動に支援しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

【小学校ステップアップ事業】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 田野畑小学校の教育環境の充実を図るため、老朽化した楽器を更新しました。

購入楽器：チューバ１台

●事業費

【歳入】

【歳出】

委託料 2,200,158円

56,000円（寄付財源100％）

寄付財源 56,000円

田野畑中仮式会社Ｃｏｍａｒｕ協働連携推進交付金 56,000円

383,900円（寄付財源100％）

寄付財源 383,900円

2,200,158円（寄付財源100％）

寄付財源 2,200,158円

教材備品購入費 383,900円

― ４ ―

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　



【小学校管理運営費】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 創造性を育む教育ICT環境の整備として、支援学級にGIGAスクール対応の電子黒板を２台設置しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

【中学校管理運営費】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 創造性を育む教育ICT環境の整備として、支援学級と理科室に

GIGAスクール対応の電子黒板を２台設置しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

【学校給食用食器等購入】
●政策メニュー　 ⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

●事業内容 小中学校の児童生徒の安全、安心な給食環境のため、消耗した

お椀、お皿など給食用食器を更新しました。

●事業費

【歳入】

【歳出】

942,590円（寄付財源100％）

寄付財源 942,590円

管理運営費942,590円

1,283,810円（寄付財源100％）

寄付財源 1,283,810円

管理運営費 1,283,810円

1,355,750円（寄付財源100％）

寄付財源 1,355,750円

消耗品購入1,355,750円

― ５ ―
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（金額：円）

区分 自然環境・観光 歴史文化の保存 自然エネルギー 福祉・健康増進 子どもの教育等 指定なし 運用益 合計

前年度末基金残高
（Ａ）

1,413,000 1,641,000 98,000 358,000 0 57,157,679 84,111 60,751,790

５年度積立額
（Ｂ）

564,000 239,000 227,000 413,000 1,560,000 11,548,600 1,211 14,552,811

５年度取崩額
（Ｃ）

0 0 150,000 288,000 1,560,000 7,062,208 0 9,060,208

基金残高
（Ａ＋Ｂ－Ｃ）

1,977,000 1,880,000 175,000 483,000 0 61,644,071 85,322 66,244,393

（金額：円）

区分 自然環境・観光 歴史文化の保存 自然エネルギー 福祉・健康増進 子どもの教育等 指定なし 運用益 合計

再生可能エネルギー等導
入促進事業

0 0 150,000 0 0 0 0 150,000

地域づくり交付金事業 0 0 0 288,000 0 0 0 288,000

エンゼル祝い金給付事業 0 0 0 0 0 2,400,000 0 2,400,000

総合バス運行事業 0 0 0 0 0 2,200,158 0 2,200,158

田野畑中仮式会社Ｃｏｍ
ａｒｕ協働連携推進事業

0 0 0 0 56,000 0 0 56,000

小学校ステップアップ
事業

0 0 0 0 383,900 0 0 383,900

小学校管理運営費 0 0 0 0 942,590 0 0 942,590

中学校管理運営費 0 0 0 0 177,510 1,106,300 0 1,283,810

学校給食用食器等購入 0 0 0 0 0 1,355,750 0 1,355,750

５年度基金取崩額 0 0 150,000 288,000 1,560,000 7,062,208 0 9,060,208

３　基金残高の状況

●基金残高（令和５年度末）

　　＊積立額…皆様からの寄付金や預金利息を基金に積み立てる額です
　　＊取崩額…基金事業の実施のために基金から取り崩して使用する額です

●基金取崩額の内訳（令和５年度分）

― ６ ―



件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

第１期から第16期
（平成19年度
　～令和４年度）

198 97 64 150 428 800 1,737

第17期
（令和５年度）

29 15 13 25 91 517 690

総計 227 112 77 175 519 1,317 2,427

件数 人数 件数 団体数 件数
人数

団体数

第１期から第16期
（平成19年度
　～令和４年度）

1,658 1,222 79 57 1,737 1,279

第17期
（令和５年度）

685 564 5 5 690 569

総計 2,343 1,786 84 62 2,427 1,848

件数
人数

団体数
件数

人数
団体数

件数
人数
団体数

件数
人数

団体数
件数

人数
団体数

第１期から第16期
（平成19年度
　～令和４年度）

143 126 312 216 1,282 937 0 0 1,737 1,279

第17期
（令和５年度）

3 3 48 33 639 533 0 0 690 569

総計 146 129 360 249 1,921 1,470 0 0 2,427 1,8484,962,093 14,489,890 86,680,043 0 106,132,026

1,977,000166,000

92,845,848 13,286,178 106,132,026

14,551,600

�➌ 地域別

合計

金額 金額

91,580,426074,271,443

村内 県内 県外 不明

12,512,8904,796,093

11,548,600 14,551,600 1,211

012,408,600

区分

79,293,848 12,286,578 91,580,426

13,552,000 999,600 14,551,600

金額 金額 金額

金額 金額 金額

団体 合計

4,975,890 1,880,000

― ７ ―

�➋ 個人・団体別 （金額：円、件数：件、人数：人）

69,280,773 91,580,426 84,111 91,664,537

（県内は、田野畑村を除く、金額：円、件数：件、人数：人）

区分
個人

4,411,890 1,641,000

564,000 239,000 227,000 413,000 1,560,000

106,132,026 85,322

1,303,000 3,350,000 11,593,763

13,153,763 80,829,373

14,552,811

106,217,348

４　基金の内訳

➊ 政策メニュー別 （金額：円、件数：件）

区分
自然環境・観光 歴史文化の保存 自然エネルギー 福祉・健康増進 子どもの教育等 指定なし

金額

寄付金合計

金額
運用益 積立額合計

金額 金額 金額 金額 金額

1,530,000 3,763,000



❶ 月別（指定メニュー毎）

金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数

４月 10,000 1 0 0 0 0 0 0 0 0 160,000 7 170,000 8

５月 0 0 0 0 0 0 0 0 63,000 4 264,000 15 327,000 19

６月 0 0 0 0 0 0 67,000 6 66,000 2 2,245,000 36 2,378,000 44

７月 74,000 5 0 0 46,000 3 28,000 2 150,000 9 761,000 43 1,059,000 62

８月 11,000 1 20,000 2 0 0 0 0 120,000 6 340,000 27 491,000 36

９月 98,000 8 67,000 5 43,000 3 139,000 4 330,000 23 1,507,000 110 2,184,000 153

１０月 16,000 1 11,000 1 29,000 2 36,000 3 17,000 1 1,118,600 27 1,227,600 35

１１月 51,000 3 15,000 1 0 0 24,000 2 243,000 10 1,040,000 60 1,373,000 76

１２月 72,000 5 17,000 1 34,000 2 46,000 4 487,000 31 3,223,000 140 3,879,000 183

１月 0 0 5,000 1 17,000 1 17,000 1 0 0 264,000 15 303,000 18

２月 0 0 29,000 1 29,000 1 0 0 0 0 203,000 12 261,000 14

３月 232,000 5 75,000 3 29,000 1 56,000 3 84,000 5 423,000 25 899,000 42

合計 564,000 29 239,000 15 227,000 13 413,000 25 1,560,000 91 11,548,600 517 14,551,600 690

❷ 個人・団体別（指定メニュー毎）

金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数

個人 564,000 29 239,000 15 227,000 13 313,000 24 1,504,000 90 10,705,000 514 13,552,000 685

団体 0 0 0 0 0 0 100,000 1 56,000 1 843,600 3 999,600 5

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 564,000 29 239,000 15 227,000 13 413,000 25 1,560,000 91 11,548,600 517 14,551,600 690

（金額：円、件数：件）

― ８ ―

区分
自然環境・観光 歴史文化の保存 自然エネルギー 福祉・健康増進 子どもの教育等 指定なし 合計

（金額：円、件数：件）

指定なし 合計

５　令和５年度　田野畑村むらづくり基金（ふるさと納税）寄付金の内訳

区分
自然環境・観光 歴史文化の保存 自然エネルギー 福祉・健康増進 子どもの教育等



❸都道府県別の概要（令和５年度分）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

- - 田野畑村 166,000 3 1 1 1

北海道地方 16 北海道 252,000 16 1 1 1 2 11
岩手県 1,977,000 48 2 2 2 42
青森県 54,600 2 2
宮城県 1,328,000 40 1 2 1 6 7 23
秋田県 259,000 6 6
福島県 58,000 4 4
茨城県 138,000 8 1 7
栃木県 159,000 11 1 1 9
群馬県 110,000 7 2 5
埼玉県 2,385,000 56 2 2 4 48
千葉県 676,000 40 4 6 30
東京都 2,676,000 156 5 3 6 7 22 113
神奈川県 958,000 65 7 4 8 46
新潟県 44,000 2 2
富山県 17,000 1 1
石川県 22,000 2 1 1
福井県 42,000 3 3
山梨県 44,000 3 3
長野県 211,000 6 1 1 4
岐阜県 51,000 3 1 2
静岡県 101,000 7 1 1 5
愛知県 393,000 26 2 4 20
三重県 44,000 3 1 1 1
滋賀県 29,000 2 1 1
京都府 229,000 15 1 2 12
兵庫県 329,000 23 4 19
大阪府 562,000 39 2 3 1 1 4 28
奈良県 153,000 9 1 1 3 4
和歌山県 39,000 3 3
鳥取県 44,000 3 2 1
岡山県 71,000 5 1 4
広島県 457,000 41 1 40
山口県 78,000 5 1 4
徳島県 17,000 1 1
香川県 10,000 1 1
愛媛県 37,000 2 1 1
高知県 27,000 2 2
福岡県 120,000 8 1 7
長崎県 26,000 2 2
熊本県 46,000 3 2 1
大分県 29,000 2 2
宮崎県 12,000 1 1
鹿児島県 61,000 4 1 3
沖縄県 10,000 1 1

合計 687 44 14,551,600 690 29 15 13 25 91 517

東北地方 100

関東地方 343

近畿地方 94

中国地方

四国地方 6

― ９ ―

54

区分
申込
件数 都道府県 寄付額 件数

（指定寄付のメニュー別件数の内訳）

都道府県別の寄付額、件数の内訳

中部地方 53

九州沖縄地方 21

～募集に係る寄付金指定メニュー～

①北山崎等の自然環境の保全と観光振興に関する事業

②農山漁村の歴史文化の保存に関する事業

③自然エネルギーの整備に関する事業

④福祉および健康の推進に関する事業

⑤子どもの教育および少子化対策に関する事業

⑥指定なし（むらづくりの課題に応じて、村長が当該事業の指定を行う）

Copyright© 無料フリーイラスト素材集【Frame illust】

北海道地方 １６件

東北地方 １００件

関東地方 ３４３件

中部地方 ５３件

近畿地方 ９４件

四国地方 ６件

中国地方 54件

九州沖縄地方 ２１件

田野畑村 ３件



❹ ご寄付者一覧（令和５年度分）

氏名の掲載は本人様の承諾が確認できた方のみとし、掲載を望まない方は非公開としています。

一覧は、順不同で、敬称は省略とさせていただきます。

　個人でのご寄付（564名）

岩手県 田野畑村 畠山 正一 千葉県 浦安市 山下 嘉子 神奈川県 伊勢原市 藤田 純一

岩手県 盛岡市 中軽米 勝敏 千葉県 四街道市 華表 敦子 新潟県 新潟市 高橋 友行

岩手県 盛岡市 小野寺 希 東京都 台東区 山本 由美子 静岡県 御殿場市 勝又 みづき

岩手県 一関市 野澤 義勝 東京都 江東区 瀧澤 章良 愛知県 一宮市 伊藤 高明

岩手県 一関市 菅原 正幸 東京都 江東区 馬上 裕志 愛知県 豊田市 桑原 京子

岩手県 釜石市 渡辺 謙克 東京都 品川区 松原 良香 愛知県 知多郡東浦町 佐藤 賢太

北海道 札幌市 木ノ内 武美 東京都 世田谷区 芦田 光久 京都府 京都市 宮久 昌美奈

北海道 岩見沢市 日當 四男 東京都 世田谷区 木瀬 克久 京都府 宮津市 家城 生人

宮城県 仙台市 小沼 正人 東京都 中野区 斎藤 貴史 大阪府 八尾市 中西 陽子

宮城県 仙台市 田村 智志 東京都 中野区 野村 直樹 兵庫県 伊丹市 山下 裕樹

宮城県 名取市 熊谷 洋介 東京都 練馬区 稲冨 亜希人 兵庫県 加古川市 野口 信二

福島県 福島市 岡崎 友彦 東京都 葛飾区 石田 久美子 兵庫県 宝塚市 小田 一人

茨城県 つくば市 作田 彰 東京都 江戸川区 佐々木 秋彦 岡山県 倉敷市 武野 貴則

栃木県 下野市 矢挽 忠雄 東京都 町田市 阿藤 和樹

埼玉県 さいたま市 郡司 諭 神奈川県 横浜市 五島 文恵 505名

埼玉県 さいたま市 荻原 里砂 神奈川県 横浜市 石川 明

埼玉県 川口市 木村 恵子 神奈川県 横浜市 川村 玲子

埼玉県 所沢市 工藤 永子 神奈川県 横浜市 本田 太一 団体でのご寄附（５団体）

埼玉県 久喜市 佐々木 義弘 神奈川県 横浜市 高橋 一男 岩手県 田野畑村 一般社団法人思惟の風

埼玉県 鶴ヶ島市 佐々木 泰樹 神奈川県 川崎市 西野 知己 岩手県 田野畑村 中城興産株式会社

埼玉県 大里郡寄居町 鈴木 健一 神奈川県 相模原市 堀 敏雄 岩手県 盛岡市

埼玉県 大里郡寄居町 鈴木 廣子 神奈川県 小田原市 大澤 正忠 岩手県 盛岡市 明治安田生命相互会社

千葉県 松戸市 加藤 範昭 神奈川県 厚木市 井上 民子 青森県 藤崎町

株式会社北日本銀行・株式会社興和電設

藤崎町役場

氏名公開を控える方々
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平成19年２月　　 住民参加型基金制度の導入を「田野畑村協働に シロバナシャクナゲ群落再生事業の補正予算案が可決。

よる地域づくり推進委員会」に提案。以後、同 平成25年10月15日 寄付金額が3,000万円を超える。

委員会で２回にわたる協議を経て、同年７月に 平成25年10月18日 寄付件数が500件に達する。

導入の方向性を固める。 8期 平成26年４月１日 田野畑むらづくり基金条例の一部を改正する条例

平成19年７月　　 ｢寄付による投票条例」を提唱する寄付市場協 （平成26年３月14日条例第９号）の施行。

会・渡辺清会長の指導をいただき、条例案や制 平成26年７月10日 寄付金額が3,500万円を超える。

度設計の検討を開始。 平成26年11月４日 寄付人数が500人に達する。

平成19年９月21日 田野畑むらづくり基金条例案を村議会に提案し、 平成26年12月８日 寄付件数が600件に達する。

原案可決。 9期 平成27年11月４日 寄付金額が4,000万円を超える。

平成19年10月１日 田野畑むらづくり基金条例の公布および施行。 10期 平成28年６月20日 寄付件数が700件に達する。

（岩手県で２番目、全国で28番目の導入） 平成28年10月17日 寄付人数が600人に達する。

1期 平成19年10月３日 第１号寄付の受け入れ。 11期 平成29年６月30日 寄付金額が5,000万円を超える。

平成20年１月28日 寄付金額が100万円を超える。 平成29年７月26日 寄付件数が800件に達する。

平成20年３月14日 寄付件数が100件に達する。 12期 平成30年７月23日 寄付人数が700人に達する。

2期 平成20年５月13日 寄付人数が100人に達する。 平成30年９月28日 寄付件数が900件に達する。

平成21年３月27日 寄付件数が200件に達する。 平成30年11月26日 寄付金額が6,000万円を超える。

3期 平成21年４月１日 寄付人数が200人に達する。 13期 令和元年10月25日 寄付金額が6,500万円を超える。

平成21年６月５日 寄付金額が500万円を超える。 令和２年２月20日 寄付件数が1,000件に達する。

4期 平成22年５月10日 寄付金額が1,000万円を超える。 14期 令和２年11月30日 寄付金額が7,000万円を超える。

5期 平成23年４月13日 寄付金額が1,500万円を超える。 15期 令和３年12月３日 ふるさと納税返礼品を開始する。

平成23年４月28日 寄付件数が300件に達する。 令和３年12月25日 寄付金額が8,000万円を超える。

平成23年12月16日 寄付人数が300人に達する。 令和３年12月26日 寄付件数が1,200件に達する。

平成24年３月21日 寄付金額が2,000万円を超える。 16期 令和４年11月 寄付件数が1,500件に達する。

6期 平成24年９月３日 寄付件数が400件に達する。 令和４年12月 寄付金額が9,000万円を超える。

平成24年10月22日 寄付金額が2,500万円を超える。 17期 令和５年９月 寄付件数が2,000件に達する。

7期 平成25年５月13日 寄付人数が400人に達する。 令和５年11月 寄付金額が1億円を超える。

平成25年９月20日 田野畑むらづくり基金事業の初の予算化。

６　沿革

― １１ ―



　　なってきています。高齢者が住み慣れた家で安心して暮らせる在宅福祉サービスを提供します。

　　【事業実績】平成27～令和5年度に高齢者世帯等の除雪に対する補助（継続）、平成28年度に介護施設特別浴槽の改修に対する

　　            補助事業を実施

― １２ ―

　　　村では高齢者の安否確認や消費者問題の被害未然防止などに努めてきましたが、地方交付税の削減等により既存事業の維持さえ難しく

➌自然エネルギーの整備に関する事業

　　　田野畑村の84％は山林で、昭和時代は炭焼きが盛んでした。山林は二酸化炭素を吸収し、酸素を供給します。化石燃料は便利ですが、

　　二酸化炭素排出による地球温暖化など、新たな問題も生じさせました。環境に優しい自然エネルギーを普及させ、地球環境の浄化に貢献

　　します。

　　【事業実績】平成25～令和5年度に太陽光発電設備や薪ストーブの設置に対する補助事業を実施（継続）

➍福祉および健康の推進に関する事業

　　　村づくり基金を始めた平成19年9月、村の高齢化率は30.5％で、高齢者夫婦世帯（全世帯比14.4％）や一人暮らし老人世帯（同9.2％）が

　　増加傾向でした。令和6年5月現在、村の高齢化率は45.2％で、高齢者夫婦世帯（全世帯比13.6％）は減少し、一人暮らし老人世帯（同

　　25.2％）は増加しています。

　　【事業内容】机浜漁村番屋群の保全、継承活動への支援

７　政策メニューリスト

➊北山崎等の自然環境の保全と観光振興に関する事業

　　　北山崎の断崖に自生しているシロバナシャクナゲ群落は、昭和29年に岩手県の天然記念物に指定されましたが、原因不明の枯損や盗掘

　　などにより、その数は激減しています。自然環境保全のシンボルとしてシロバナシャクナゲ園を造成するなど、自然環境の保全と意識啓

　　発に努めます。

　　【事業実績】平成25・26・28・令和2年度にシロバナシャクナゲの植樹を実施

➋農山漁村の歴史文化の保存に関する事業

　　　水産庁の「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選」（平成18年２月）に選ばれた机浜漁村番屋群では、地元住民らが保存活用協

　　議会を設立し、保存と継承活動等を展開しています。この取り組みを支援するとともに、漁村文化を後世に伝え、都市住民との交流の場

　　として活用していきます。
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　　　○　〒028－8407　岩手県下閉伊郡田野畑村田野畑143－1

　　　○　振込手数料は本人負担となります。

★　寄付金の額

　　　○　寄付金は、１口5,000円を原則として、何口でも受け付けます。

★　問い合わせ先

　　　○　e-mail　kikin.b2@vill.tanohata.iwate.jp

　　　○　電話　0194－34－2111　　FAX　0194－34－2632

　　　　　田野畑村役場　田野畑むらづくり基金担当

　　　　　　　　令和4年度から中学生が地域の方々と活動（田野畑学）する田野畑中学校「仮式会社Comaru」への活動支援を交付（継続）

　　　　　　　　令和5年度から小中学生のスクールバンドや部活動の活動に合わせた総合バス運行事業を行い児童生徒の送迎を支援（新規）

★　寄付金の申込方法

　　　○　｢寄付申込書」で寄付金の使い道を指定し、申し込んでいただきます。

　　　○　村から振り込みのご案内をしますので、指定の口座にお振り込みをお願いします。

　　　　　　　　令和5年度に消耗したお椀、お皿などの給食用食器を更新（新規）

　　　　　　　　　令和3年度から子どもの健やかな成長と子育て支援を目的にエンゼル祝い金を給付（継続）

➎子どもの教育および少子化対策に関する事業

　　　村づくり基金を始めた平成19年９月、村の15歳以下の人口比は12.8％でした。令和6年5月現在、村の15歳以下の人口比は9.1％と減少して

　　います。村では就学前児童の医療費無料化などによる少子化対策や小中学校での教育環境整備等に努めてきましたが、地方交付税の削減等

　　により既存事業の維持さえ難しくなってきています。子育てをしやすい環境と教育環境の整備を進めます。

　　【事業実績】平成27年度に小・中学校に教材備品を購入、平成29年・令和2度に小学校社会科副読本を作成配布、中学校の体育館コートラ

　　　　　　　　インを塗装修繕、平成30～令和5年度に小学校に教材備品を購入（継続）



　　　田野畑むらづくり基金条例

平成19年10月１日条例第15号
改正 平成26年３月14日条例第９号

（目的）

第１条　この条例は、田野畑村のむらづくりに対する寄付金を広

　く募り、その寄付金を財源として、多様な人々の参加とその思

　いを具体化することにより、個性豊かで活力があり、安心して

　暮らせるむらづくりに資することを目的とする。

（事業の区分）

第２条　前条に規定する寄付金を財源として行う事業は、次の各

　号のとおりとする。

　(1)　北山崎等の自然環境の保全と観光振興に関する事業

　(2)　農山漁村の歴史文化の保存に関する事業

　(3)　自然エネルギーの整備に関する事業

　(4)　福祉及び健康の推進に関する事業

　(5)　子どもの教育及び少子化対策に関する事業

（基金の設置）

第３条　前条に規定する事業に充てるために寄付者から収受した

　寄付金を適正に管理運用するため、田野畑むらづくり基金（以

　下「基金」という。）を設置する。

（寄付金の指定等）

第４条　寄付者は、第２条各号に規定する事業のうちから自らの

　寄付を財源として実施する事業をあらかじめ指定できるものと

　する。

２　この条例に基づいて収受した寄付金のうち前項に規定する事
　業の指定がない寄付金については、むらづくりの課題に応じて、

　村長が当該事業の指定を行うものとする。

（寄付者への配慮）

第５条　村長は、基金の積み立て、管理及び処分その他基金の運

　用に当たっては、寄付者の意向が反映されるよう十分配慮しな

　ければならない。

（基金への積み立て）

第６条　基金として積み立てる額は、第４条の規定により寄付さ

　れた相当額で予算の定めるところによる。

（基金の管理）

第７条　基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実

　かつ有利な方法により保管しなければならない。

（基金の収益処理）

第８条　基金の運用から生ずる利益は、一般会計歳入歳出予算に

　計上して、この基金に繰り入れるものとする。

（基金の処分）

第９条　基金は、その設置の目的を達成するため、第２条各号に

　規定する事業に要する費用に充てる場合に限り、その全部又は

　一部を処分することができる。
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８　条例・規則



　　　田野畑むらづくり基金条例施行規則

平成19年10月１日規則第23号

（運用状況の公表）
第10条　村長は、この基金の運用状況を毎年度中間期と通期につ

　いて、期末後１か月以内に公表しなければならない。

（委任）

第11条　この条例に定めるもののほか、基金の管理及び運用に関

　し必要な事項は、村長が別に定める。

　　　附　則

　この条例は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成26年３月14日条例第９号）

　この条例は、平成26年４月１日から施行する。

（趣旨）
第１条　この規則は、田野畑むらづくり基金条例（平成19年田野

　畑村条例第15号。）に基づき、基金の積み立て、管理及び運用

　に関し必要な事項を定めるものとする。

（寄付金の受け入れ等）

第２条　寄付金は、寄付申込書（様式第１号）により随時受け付

　けるものとする。

（寄付金台帳の作成）

第３条　村長は寄付金の適正な管理を図るため、寄付金台帳（様

　式第２号）を作成しなければならない。

２　村長は、基金の一部又は全部を処分しようとするときは、処

　分の経過を記録しておかなければならない。

（寄付金の額）

第４条　寄付金は、１口５千円とする。ただし、村長が認める場

　合は、この限りでない。

（雑則）

第５条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、村長が別

　に定める。

　　　附　則

　この規則は、公布の日から施行する。
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